
少数粒子系多体系問題に基づいたストレンジネスを含む核物理と超冷却原子の研究
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テトラニュートロンの発見
Er=0.83±0.65±1.25 MeV
課題：この実験値を理論的に再現可能か？

この計算を行うために、複素座標
回転法を使用

共鳴の位置と崩壊幅

J=0+の共鳴の状態を探したが、
実験の示唆する場所には、
理論的に見つけることができなかった。


